〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第４号
　平成２５年７月１２日第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２５年６月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２５年７月１２日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　内　　田　　達　　浩　　　　　　　　　８番　　　武　　井　　　　　誠

不応招議員（なし）

平成２５年第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２５年７月１２日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第　８号　専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨

　　　　　　　　　　　　　時特例に関する条例関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第５　議案第　９号　坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す

　　　　　　　　　　　　　る条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第６　議案第１０号　坂戸・鶴ヶ島消防組合・西入間広域消防組合消防通信指令事務協議会の設置に

　　　　　　　　　　　　　ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第７　議案第１１号　財産の取得について（救助工作車購入）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第８　議案第１２号　財産の取得について（高規格救急自動車購入）　　　　　　　　　　　　　　

　日程第９　議員提出議案第１号　坂戸・鶴ヶ島消防組合議会会議規則の一部を改正する規則制定の件　　

　日程第10　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　内　　田　　達　　浩　　　　　　　　　８番　　　武　　井　　　　　誠

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　宮　　寺　　祥　　仁　　　　　　　消防長　　　田　　畑　　美紀雄
　　　管理者
　　　次　　長　　　加　　藤　　公　　司　　　　　　　次　　長　　　小　　川　　泰　　人

　　　次　　長　　　小　　島　　一　　男　　　　　　　庶務課長　　　岡　　部　　久　　志

　　　予防課長　　　高　　橋　　義　　裕　　　　　　　警防課長　　　宇津木　　三十夫
　　　指令課長　　　川　　野　　敬　　三　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　宮　　﨑　　準　　也

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成25年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日、平成25年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席をいただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、お忙しい中、石川管理者並びに藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第でございます。

　　本日は、「議案第８号　専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨時特例に関する条例関係）」をはじめ、６議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願い申し上げ、開会の挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきまして、お手元に配付のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　直ちに本日の議事に入ります。

　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　６　番　　山　　中　　基　　充　議員

　　７　番　　内　　田　　達　　浩　議員

　の両議員を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成25年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期を本日１日と決定いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　監査委員より平成25年４月分及び５月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号～議案第１２号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨時特例に関する条例関係）」から日程第８・議案第12号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定をいたします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号～議案第１２号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨時特例に関する条例関係）」から日程第８・議案第12号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」までを一括議題といたします。

　　議案につきまして、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。

　　それでは、ただいま議題となっております議案第８号から議案第12号の５件につきまして、順次提案の理由を申し上げます。

　　はじめに、議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨時特例に関する条例関係）」でありますが、平成24年の「国家公務員の給与改定及び臨時特例法に関する法律」に基づく国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、職員の給与の減額について、慎重に検討いたしました結果、国及び構成市に準じて実施することといたしましたことから、６月19日、本件を専決処分し、同日付で公布いたしましたので、地方自治法第179条第３項の規定により、その承認をお願いするものであります。

　　主な減額内容は、給料月額を給料表の各号級に応じ、最低で4.77％、最高で9.77％減額、管理職手当は一律10％の減額、また期末手当及び勤勉手当につきましては一律9.77％の減額でございます。

　　なお、実施時期につきましては、構成市に準じて、平成25年７月１日といたしたものであります。

　　次に、議案第９号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、「地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律」が制定され、「障害者自立支援法」の題名が「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改正されたことに伴い、関係条例を改正する必要が生じたため、この案を提出するものであります。

　　次に、議案第10号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合・西入間広域消防組合消防通信指令事務協議会の設置について」でありますが、地方自治法第252条の２第１項の規定により、西入間広域消防組合と消防通信指令に関する事務を共同して管理し、及び執行するため、協議により規約を定め、「坂戸・鶴ヶ島消防組合・西入間広域消防組合消防通信指令事務協議会」を設置することについて協議したいので、同法第252条の２第３項の規定により、この案を提出した次第であります。

　　次に、議案第11号・「財産の取得について（救助工作車購入）」でありますが、現在の車両は平成11年３月に稼働を開始し、坂戸消防署の一線車両として14年が経過するとともに、ＮＯｘ・ＰＭ（ノックス・ピーエム）法にも該当する車両でありますことから、消防車両の更新配備を計画し、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため、更新するものであります。

　　車両の仕様につきましては、消防専用シャシにウインチ装置、クレーン装置、発電照明装置を装備するとともに、これまでと同様な特別救助隊として必要な資機材を積載するほか、本年度初めて暗闇や濃い煙などで見えない場所でも人体などの熱を発するものを画像として表示し、発見することができる熱画像直視装置を採用することといたしたものであります。

　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月23日に開催された坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして８社を選定し、６月５日の仕様書説明会を経て、６月13日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した株式会社モリタ東京営業部と税込み価格9,744万円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。

　　なお、納入期限につきましては、平成26年３月７日といたしたいと思います。

　　次に、議案第12号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」でありますが、現在の車両は平成16年11月に稼働を開始し、鶴ヶ島消防署の一線車両として９年が経過し、走行距離が20万キロを超えていることから、消防車両の更新配備を計画し、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため更新するものであります。

　　車両の仕様につきましては、高規格救急車専用シャシにストレッチャーを積載するとともに、救急救命活動に対応するため、ビデオ喉頭鏡等の高度救命処置用資機材を積載いたしました。

　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規程に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月23日に開催されました坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして２社を選定し、６月５日の仕様書説明会を経て、６月13日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した埼玉トヨタ自動車株式会社鶴ヶ島店と税込み価格3,023万3,700円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。

　　なお、納入期限につきましては、平成26年２月28日といたしたいと思います。

　　以上、議案第８号から議案第12号までの５件につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨時特例に関する条例関係）」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいま議題となっております議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」、３点ほど質疑を行います。

　　国家公務員の給料改定及び臨時特例法に基づき、国家公務員の給料減額措置を踏まえて、国に準じ職員給与をこの７月から来年の３月まで引き下げるという提案であります。期末勤勉手当などの引き下げや管理職手当10％などの引き下げを９カ月行うことになるわけですけれども、職員の生活を圧迫し、ひいては地域経済にマイナスの影響が危惧されるわけです。この影響額についてまず１点お伺いします。

　　次に、ほかの自治体の動向についてですけれども、こうした国のやり方の言いなりにならずに、東京都や仙台市など164自治体は国による交付税減額への削減への反発などから、７月からの給料減額を見送る方針を表明し、職員給与の削減は行わないとしている自治体もあると認識をしておるところですけれども、埼玉県内、近隣自治体の対応の状況についてお伺いします。

　　次に、国のこうしたやり方に屈することなく、給料の減額はきっぱりと拒否するべきと私は考えるところですけれども、この給料削減額改定、これは今年度限りと言われておりますけれども、発端となった国家公務員給料の削減について、期間延長の主張も一部出されているところですけれども、今回だけのことにとどまるのか懸念されるところですが、このことについて見解をお伺いいたします。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　鈴木議員さんからの３点にわたるご質問に順次お答え申し上げます。

　　はじめに、影響額についてでございますが、９カ月間、職員全体では約6,100万円でございます。内訳を申し上げますと、12月期の期末勤勉手当の減額は約1,400万円、その他の給与等の減額が約4,700万円でございます。また、現在職務に応じ１級から８級まで格付されておりますが、職員の最高減額が８級で61万4,000円、最低が１級で10万5,000円でございます。平均では約37万6,000円でございます。

　　次に、県内消防本部の状況でございますが、当消防組合を除く県内の11組合消防の状況でございますが、実施消防組合が４本部でございます。実施内容につきましては、それぞれ違うようであります。

　　次に、期間延長についての見解でございますが、私どもはあくまでも今年度いっぱいと理解しております。これまでも構成市であります坂戸市に準じて行うことを基本としておりますことから、期間延長等の話があった場合には、構成市の動向を注視するとともに、慎重に検討してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに何か質疑ありますか。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第８号、専決処分の承認を求めることにつきまして、何点かご質疑を申し上げます。

　　まず最初に、今鈴木議員からも質疑がございました。今回の国家公務員の引き下げに伴って、地方公務員もといいますけれども、今まで行政改革を何度もやらされてきて、人員削減、経費削減、本当にそういう中で大変な事態になっておりますが、こういった削減をしてきた上に、今回国家公務員の削減に伴う削減を地方交付税の対応でやるのだというお話でございました。

　　この消防組合においては、今答弁が出まして6,100万円ということですが、地方交付税の基礎となる消防の削減で、どのぐらい地方交付税が減らされて、この組合に対してはどのように削減した分が配分してくるのかということも１つお尋ねしておきたいと思います。

　　もう一つの問題は、鈴木議員の踏襲でいきます。ほかの自治体との問題ですけれども、この削減幅が余りにも大きいのではないかと。ほかの自治体は1.4％から2.5％。さいたま市を除くと非常に削減幅が少ない。それも63市町村でしたか、中26市町村きり６月の議会でやっていないというような現実を見たときに、非常にこの点はどういう算定根拠で削減幅を算出したのかということも大きな問題になりますので、職員給与がなぜ削減幅が大きいのかということを答弁をいただいておきたいと思います。

　　最後に、人事院勧告に基づいて、当たり前のことですけれども、係争、地方公務員は争議権を持っておりませんし、特に消防についてはそういうことは絶対に、命を預かる立場上、できないという中で、人事院勧告をこれ無視しています。また、国のほうもともかくとして、県のものに従うのだというこの間のご意見もございましたが、県のほうも無視していると、県の人勧も無視しているというふうに思います。こうした人勧を無視した対応について、どういうふうに自覚しているのかというのが１つ聞きたいところです。お聞きいたします。

　　それと、最後に地方公共団体も、また議会のほうにおいても総務大臣から、新藤義孝氏から通達が来ているはずです。その通達を今回の理由と重ね合わせてどのように、今回は理由としては、国家公務員が減らすから減らすのだだけなのですけれども、実際はどうなのということでお尋ねしておきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　松村議員さんからの４点にわたります質問に順次お答え申し上げます。

　　まず、交付税の配分についてということでございますが、これにつきましては、坂戸市のことで、詳しい内容についてはわかりかねますが、坂戸市につきまして約１億7,200万円、鶴ヶ島市においては約１億2,000万円とお伺いしております。消防組合の関係につきましては、細かい資料等ありませんので、申しわけございません、控えさせていただきます。

　　次に、他の自治体との削減率の幅があるという内容でございますが、当組合といたしましては、これまでも給与の関係につきましては、坂戸市に準じております関係から、坂戸市と同様の内容になっております。

　　次に、人事院勧告に基づかない方法での給与削減ということでございますが、これにつきましても、先ほど答弁させていただきましたのと同じように、申しわけございませんが、当組合におきましては、これまでの給与関係につきましては、坂戸市に準じておりますことから、坂戸市と同様の内容となっておるわけでございます。

　　坂戸市におきましても、職員組合と職員課からの説明を受け、市長との直接交渉も計５回を実施したと伺っております。

　　次に、総務大臣からの通知内容との提案理由の違いということでございますが、東日本大震災を契機として、防災減災事業に積極的に取り組むとともに、長引く景気の低迷を受け、一層の地域経済の活性化を図ることが喫緊の課題となっており、こうした課題に迅速かつ的確に対応するため、国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、各地方公共団体において速やかに国に準じて必要な措置を講ずることを要請されたものでございます。

　　構成市では、この内容を真摯に受けとめ、職員組合との交渉の結果、議案として提出されたものと理解しております。

　　当組合といたしましても、これまでも給与の関係につきましては、坂戸市に準じております関係から、坂戸市と同様の内容になっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。

　　ただいま答弁をいただきましたけれども、非常にこそくな手段で地方交付税を削減して、その分を全て地方自治体職員の給与でほとんど賄うというのを両市だと思うのです。国も問題であれば、やはり両市とも問題であり、そしてそれのもとにおける消防組合は本当に根拠もない。はっきり言えば、根拠は余りないのですよね、これ。今地方交付税も直接来るわけではないし、全く根拠のない形で決まったというふうに言わざるを得ないのではないかというふうに思いますが、やはり両市での算定はできていると思うのです。地方交付税というのは算入基礎がありますので、大体どのぐらい地方交付税が削減されて、どうなるか、その分は補填するというふうな状態で広域行政にも影響が及ぶのではないかと思いますので、その点はやはりきちっと算定して、これだけの給与削減を行うわけですから、その分をきちっと対応するというのが当然ではないかというふうに思われますので、この点について、後ほどでも結構ですので、対応策はとっていただきたいというふうに思います。

　　また、削減幅の問題ですけれども、どう見ても多いです。県内63市町村のうち26市町村は関連議案も出されていないわけですから、これもう問題になりません。26市町村きり出されていない。その上、私が入手した資料によると、先ほど申し上げますように、低いところは羽生市の0.6％ですよね。本当に要請に応えたという程度でとどめている。あるいは和光市などは議会が否決して、賃下げ、賃金引き下げはやめた。また、ふじみ野市や蕨市も組合が妥結していないということで、減額しないということで、今議会、６月議会は見送ったというようなところもございます。

　　こうした中で、いち早く埼玉県内の先陣を切って大幅な削減をしていくということについては、やはり働く地方公務員の状況を無視して、こうした削減を行うということは、本当にアベノミクスが地方を豊かにするのだと、地方行政も豊かにすると言われながら、何でこんなに給与削減やるのだ、国の大企業は増やせと内閣総理大臣が言って、賃上げしなさいと言ったわけです。そういう中で、何で削らなければならないのか。これ大きな矛盾が生じるわけです。ですから、こういった矛盾点を突いて、本来ならば抵抗していくのが地方自治体ではなかったかと思うのですが、それにもろ手を挙げて賛成していったということについて、私は非常に職員を大事にしていないのではないかということを指摘しておきたいと思いますが、この点で何かありましたら、答弁をお願いします。

　　次に、人事院勧告に基づいていない、これは当然のことで、全然やっていないわけです。組合との交渉も鶴ヶ島は団体交渉決裂、坂戸のほうも５回やったといいますけれども、恐らく渋々の状況ではなかったかと、了承したかどうかについて、私もよく今答弁ではわからなかったわけですけれども、５回やったというだけですから、多分妥結していないというふうに見るべきでしょう。この団体交渉というのは、やはり非常に信頼関係を切り崩すと思うのです。こういう約束のもとに争議権がないわけですから、それを尊重しないという長になってきますと、大変な問題になります。そのもとにおける消防組合の議会ですから、これはやはり成り立たないと思うのですが、この点についてもう一度答弁をいただきたいと思います。

　　最後に、総務大臣の答弁いただきましたが、私はこれを読んでびっくりしました。総務大臣の新藤さんのこの文章の中には、地方公務員の給与が高いから、あるいは単に国の財政状況が厳しいから、この給与削減を行うものではない。現下の最大の使命である日本の再生に向けて、国と地方が一丸となってあらゆる努力を結集する必要がある中、いわゆるこれはアベノミクスを何とかやりたいということなのですよね。最後に、今後負担増をお願いすることとなる消費税について、国民の理解を得ていくためにはということで、まずは公務員が先頭に立ってということですから、これはアベノミクスを成功させて、経済が安定したかのように見せかけて、そしてその結果消費税を俺は導入したいのだということが書かれているわけです。何で本当に国家公務員や地方公務員、特に地方公務員のこうしたお金まで削って、地方交付税を削って、そういったアベノミクスを成功させたかのように見せかける、これは邪道だと私は思います。こういった根本的な通達もごらんになっているはずですので、長としては中身はご存じだと思います。

　　しかし、これを全面に出さないで、震災に名をかりて、経済が大変だから、震災が大変だからと言えば何でも出すかというような、非常に問題の残る、私は今回の賃下げの根本的な問題があるというふうに思いますので、幾ら自民党を支持しようと、こういった邪道な中身を地方自治体までもが指示したならば、根底から崩されていくと思います。私は、地方自治体が豊かになり、一人一人の職員も豊かになってこそ国が潤うと、バブルのような株投機、あるいはそういった大企業だけが潤って、現に日本が潤うような、そんな夢物語はもう終わりだというふうに思っておりますので、そういった原点に立ち返って、やはり政策が執行されますよう心から願いまして、質問を終わります。

　　以上です。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　松村議員さんからのご質問に、４点にわたります点にお答え申し上げます。

　　削減されての対応策ということでございますが、今後構成市であります坂戸市、またほかの一部事務組合とも歩調を合わせながら検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　次に、削減率の違いということでございますが、組合といたしましても、坂戸市に準じて行うことを基本としておりますので、同じにはなりますが、他の一部組合とも歩調を合わせ実施していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　次に、人事院勧告に基づかない方法での給与削減ということでございますが、先ほども答弁させていただきましたが、これは坂戸市の職員組合についても職員課等の説明を受け、市長との直接交渉を５回を実施したと伺っております。しかし、妥協点は見出すことはできなかったようでございます。

　　次に、総務大臣と通知内容ということでございますが、最初に答弁させていただきました内容でございますが、当組合といたしましても、これからも給与関係については、坂戸市に準じております関係から、坂戸市と同様の内容になっているものだと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　うん、出ない。はい。もうしようがない。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。専決処分の承認を求めることについて、議案第８号について質疑をさせていただきます。

　　今回の給料の削減に関しましては、24年、25年の時限立法におきまして、国において震災復興費用の捻出という名目で7.8％公務員給料が平均で削減されたことによるものでございます。その際には、各地方自治体からは、国がそういった政策をして給料下げるということに関しても、地方公務員に関しましては、それに準ずるものではないということで、いろんな決議等もされたというように伺っておりますが、今回におきましては、交付税、国の総務大臣の強い申し入れ等もございまして、給与削減に至るということになります。特に地方交付税の削減に関しましては、地方特有の財産であります交付税削減ということに関しましては、いろいろと疑義の持たれるところでございますが、しかも給与、人事院勧告等におきましても、民間の給料と準拠をする形で人事院または県の人事委員会に準拠してきたのが構成市の歴史でもございますが、今回はそういった民間の給料と比べてというのではなくて、結局は国家公務員の給料と比べて、つまりラスパイレスによって、各市町村のラスパイレス指数の状況によって、鶴ヶ島においては4.3、坂戸市においては7.8％削減をされて、その影響額は先ほど答弁もありましたように、鶴ヶ島においては約１億1,000万円、坂戸市においては１億7,200万円という金額になります。

　　私は、１点お伺いしたいのは、この構成市に準拠をするという形で、当組合としてこの給与削減に踏み切らざるを得なかった状況はわかりますが、当組合の歳入のほとんどが組合から、各構成市からの負担金によるということでございまして、この場合、例えば消防組合の給料削減しない、また負担金についても従来のままということであれば、当然その分交付税、各構成市は減らされておりますが、それを補うに当たっては、いわゆるほかに財源を求めるものはないとするならば、行政サービスを削っていかなくてはならないのかということについて、組合としてどのように考えられているか、お伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時３６分

　　　　再開　午前１０時３７分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　山中議員さんからのご質問にお答え申し上げます。

　　負担の部分と行政サービスということでございますが、減額がなくても負担金減額がされることはないと考えております。

　　また、行政サービスについては、特に影響はないものと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　ただいまのご質問でありますけれども、今回の減額となるところでは、職員の給与関係というところでございます。したがいまして、ほかの行政サービスの面におきます両市負担金等につきましては減額はないというような今庶務課長の説明だと思いますが、そういったことで行政サービスにつきましては下がることはないということでご理解をいただきたいと存じます。

　　以上です。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　　　（「休憩お願いします」の声）

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「休憩をお願いします」の声）

〇森田精一議長　休憩。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時３８分

　　　　再開　午前１０時４１分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　再質疑を行わせていただきます。

　　ただいまのご答弁でありまして、構成市におきましては、今回の交付税削減におきまして、人件費相当分ということで削減をされております。それを財源がない固有の財源として、その分が失われていくので、各市としてはそれを、人件費を下げないということになりますと、市民生活に影響が及ぶやもしれないと、そういったことを避けるために、今回各構成市としては英断をされて人件費を下げたと、それに準じて今回組合としては、その構成市に準じて下げるということになりましたが、最後にもう一度先ほどの確認ですが、そういう経緯で今回給与を削減するのですが、それに伴って組合としての業務等に士気等も含めて影響はないというふうに解したのですが、それでよろしいでしょうか。

〇森田精一議長　意見はないですか、

　　暫時休憩。

　　　　休憩　午前１０時４３分

　　　　再開　午前１０時４３分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　加藤次長。

〇加藤公司次長　ただいまのご質問についてお答え申し上げます。

　　私ども消防本部の組合といたしましても、連絡調整会議あるいは消防長点検の際等に職員に直接消防長のほうからそういった今回の件につきましてもご説明を申し上げ、職員といたしましても、厳しい内容ではございますが、そういった意味でも個々には当然厳しいところもあるわけでございますが、何とかそういった意味でもと申しますか、仕事関係につきましては士気を落とさないように、またみんなで力を合わせて安心、安全を守るために頑張っていく覚悟は職員も持っておりますので、士気が落ちるというようなことにつきましては、特に懸念はないというふうに考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇６番（山中基充議員）　はい。

〇森田精一議長　ほかに。

　　８番・武井誠議員。

〇８番（武井　誠議員）　８番、武井誠です。ただいま議題となっております議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」、重複を避けて１点だけ質疑をさせていただきます。

　　給与関係については、坂戸市に準じてということが前例であったと、それを踏襲してという答弁が再三ありましたけれども、前例ということでいえば、これは前例のない、臨時特例法ですから、こういうのは初めてのことなのではないかと思うのです。そのときに給与を決めるに当たって、これもう坂戸市の決めたことだからというふうな形で、もうそれ以外に選択の余地はないのか、それとも例えば鶴ヶ島市が一番大きいと思いますが、それを含む他市、他県の状況等も考慮して、選択の議論があった上で坂戸市に準拠というふうになるのか、そこのところをちょっと教えてください。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　選択の余地はないかということで、武井議員さんのご質問にお答え申し上げます。

　　私たちも坂戸市と鶴ヶ島市との支給減額との違いについては、承知をしていたところでございます。しかしながら、先ほど来お話をさせていただきますとおり、坂戸市に準ずるということで、坂戸市と同じ内容で提案を出させていただいたものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇８番（武井　誠議員）　はい。

〇森田精一議長　質疑は終結いたしました。

　　これより討論に入ります。

　　最初に、反対の者の討論を求めます。

　　１番・鈴木友之議員。

　　　　（１番「鈴木友之議員」登壇）

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいま議題となっております議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」、反対討論を行います。

　　本議案の提案理由は、国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づく国家公務員の給料減額支給措置を踏まえて、国に準じ、坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給料を減額することの特例を定めるとして、給料及び管理職手当、期末勤勉手当等を減額するとしています。

　　今回の職員給与減額改定は、国が職員給料削減相当額を地方交付額から減額してしまう形で、地方自治体に職員給料の減額改定を実質的に強制して行われるものです。

　　この間、民間と公務員の賃下げ競走的な状況があり、労働者の賃金が減り続け、消費購買力の低下などにより地域経済や景気悪化の悪循環をもたらしています。

　　政府自身が経済政策でデフレからの脱却を旗印に掲げ、財界に労働者の報酬引き上げを要請しているときに、一方で地方自治体に対しては、職員給料の削減を全国一律に強要するなど、矛盾のきわみであります。また、震災復興の財源のためと言いながら、被災地にもこれを強要していることは、復興にも水をかけるやり方であります。

　　全国知事会、全国市長会など地方六団体は、これに強く反発し、共同声明を発表し、自治体が自主的に決定すべき地方公務員給料を国が削減を強制するのは、地方自治体の根幹にかかわるものであり、地方交付税を国の政策誘導の手段に用いるのは、地方の固有財源という性格を否定するものであると抗議をしました。当組合の管理者である石川清坂戸市長も、坂戸市の６月議会において同様の見解を表明されました。

　　本議案は、地方固有の財源である地方交付税を給与引き下げの要請手段として用いたことは、交付税の役割を否定していること、これまで地方自治体が地方財政健全化のために行ってきた独自の賃金カットや合理化の努力を無視した不当なものであると言わざるを得ません。また、政府みずから定めた人事院及び人事院勧告による公務員の給与確定のルールを無視した暴挙だということ、この点では、国会に提案した当時の自民党幹事長も、ある意味憲法違反だと述べているとおりであります。

　　そして、大幅な給与減額は、組合職員の生活破壊にとどまらず、民間労働者の賃金や地域経済にも悪影響を与えるものであり、働く人々の所得を引き上げて消費を活発化させるという経済の抜本的な立て直しの方向に逆行していることを改めて指摘をし、このような理不尽な給料減額措置に準じて提案された議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」に対する反対の討論といたします。

　　　　（１番「鈴木友之議員」降壇）

〇森田精一議長　次に、本案に賛成の者の討論を求めます。

　　６番・山中基充議員。

　　　　（６番「山中基充議員」登壇）

〇６番（山中基充議員）　議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」、賛成の立場から討論を行います。

　　当消防組合では、平成25年７月から平成26年３月までの９カ月間、国の要請を受け、国家公務員の給与削減措置に準じて、職員の給与について減額措置を講ずるという判断をされましたが、職員の給与については、地方公務員法により組合の条例に基づき自主的に決定されるものであると考えます。

　　また一方で、地方六団体の共同声明の中に、地方交付税を国の政策目的を達成するための手段として用いることは、地方固有の財産という性格を否定するものとありますが、これはある意味、地方分権の流れに逆らうものであるとも思われます。

　　当消防組合といたしましては、毎年人事院勧告等に準拠し、構成市に準じて行うことを原則としております。構成市におきましては、国からのこのような要請に対して、市民生活を考慮し、厳しい判断をされたと聞いております。地方交付税の削減という歳入減は補わなければならないため、国の要請を受け入れ、市民生活を守るため、職員給与の減額措置を講ずることとした構成市に準拠する選択はやむを得ないものであると考えるところであります。

　　構成市の財政を考えた上での措置であると認め、本案に賛成の討論といたします。

　　　　（６番「山中基充議員」降壇）

〇森田精一議長　ほかに討論はございますか。

　　本案に対する反対の者の討論。

　　８番・武井誠議員。

　　　　（８番「武井　誠議員」登壇）

〇８番（武井　誠議員）　８番、武井誠です。ただいま議題となっております議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」、反対討論を行います。

　　この議案は、坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与の臨時特例に関する条例について、地方自治法第179条第１項の規定により行った先決処分の承認を同第３項の規定により求められたものであります。

　　私は、一地方議員として、国政レベルの問題に対する賛否と既に決定してしまったことに対する地方議会、一部事務組合の対応に対する賛否は、一応分けて考えるようにしてきました。

　　しかし、本回の国家公務員の給与改定及び臨時特例法に関する法律成立に伴う国からの要請は、余りにも理不尽であり、地方議会も一部事務組合もこれに抗議する姿勢を示すべきだと思います。

　　震災復興のためにそれぞれが個人としてできる限りのことをしていくことにもちろん異論はありません。私自身、そういう努力をしてきましたし、これからもしていきます。しかし、職員の給与カットはそれとは別の問題です。

　　第１に、これは地方自治の本旨に反しています。第２に、労使自治への不当な介入です。第３に、これまでの地方の努力を踏みにじるものです。第４に、地域経済にマイナスの影響をもたらします。

　　このことについて補足しますが、全国において市役所、町村役場職員、そして消防組合、またそれ以外の一部組合でも同様のことが行われることの経済に与える影響は甚大であると考えます。民間賃金への影響も懸念されます。景気回復によって賃金が上昇するのではありません。賃金が上昇することによって景気が回復するのです。

　　順序があべこべである、以上を申し述べまして、反対討論といたします。

　　　　（８番「武井　誠議員」降壇）

〇森田精一議長　次に、本案に賛成の者の討論を求めます。

　　７番・内田達浩議員。

　　　　（７番「内田達浩議員」登壇）

〇７番（内田達浩議員）　７番、内田達浩です。ただいま議題となっております議案第８号・「専決処分の承認を求めることについて」、賛成の立場から討論を申し上げます。

　　東日本大震災の記憶も新しい今、日本の再生のために、防災減災事業に積極的に取り組むとともに、一層の地域経済の活性化といった課題に対応することを目途とした国からの要請を受け、平成25年７月から平成26年３月までの９カ月間、職員の給料について減額措置を講ずるという判断をしたことにつきましては、例年人事院勧告等に準拠し、構成市に準じて行うこととしております当消防組合としては、厳しい判断があったと推察するところでございます。

　　一方で、国は今年度の地方交付税の削減を実施することを考えますと、市民の生活に影響が出ることは避けなければならない構成市の一部事務組合しては、同様の判断をすることは必要やむを得ないものであると認め、本案に賛成する討論といたします。

　　　　（７番「内田達浩議員」降壇）

〇森田精一議長　ほかに討論はありますか。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第８号を起立により採決いたします。

　　本案は原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。

　　　　（賛成者起立）

〇森田精一議長　起立多数であります。

　　よって、本案は原案のとおり承認されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第９号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第９号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認め、よって本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１０号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第10号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合・西入間広域消防組合消防通信指令事務協議会の設置について」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第10号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認め、よって本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第７・議案第11号・「財産の取得について（救助工作車購入）」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいま議題となっております議案第11号について２点ほど質疑を行います。

　　今回、救助工作車を更新するということですけれども、この救助工作車の主な特徴と仕様について１点お伺いします。

　　また、この救助工作車には大型油圧救助器具や化学防護服など、この工作車の積載品がありますけれども、主な積載品の更新状況についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　お答えいたします。

　　ただいまの鈴木議員さんのご質問ですが、今年度救助工作車を更新配備するに当たり、救助工作車としての目的を達成し、かつ今後長期間の使用に十分耐えられるような車両ということで計画しております。

　　特徴といたしましては、現在の車庫内におさまるよう、車両の大きさは現在の車両とほぼ同じ大きさにしたいと考えております。

　　また、積載物品の重量に耐えられるように、４輪駆動車といたします。

　　キャビンについては、出場に際し、隊員が活動準備をしやすいように、ダブルキャブ、ハイルーフとして、車内高を高くいたします。

　　ボディー側につきましては、隊員が積載資機材を取り出しやすく活動しやすいように、資機材の収納方法を工夫いたします。

　　主な装備につきましては、フロントバンパー部にウインチ、ボディー上部にクレーン、照明装置につきましては大型ＬＥＤにし、赤色点滅灯、作業灯もすべてＬＥＤといたします。

　　また、積載物品についてでございますが、救助活動の主力機器であります大型油圧救助器具につきましては、全て更新いたします。

　　また、今回新たに濃煙の中を外部から赤外線で監視し、救助活動を補助する高度救助資機材であります熱画像直視装置を装備したいと考えております。

　　さらに、ＮＢＣ災害の放射線への対応強化として、放射線測定器も更新装備し、化学災害に対応するため、化学剤検知器も積載いたします。

　　しかしながら、更新してまだ新しいマット型空気ジャッキ、陽圧式化学防護服、ガス溶断機、ワイヤーはしご等18品目につきましては、新車両に乗せかえて使用し、経費について少しでも軽減したいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇１番（鈴木友之議員）　はい。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第11号を採決いたします。

　　本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認め、よって本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１２号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第８・議案第12号・「財産の取得について（高規格救急自動車購入）」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第12号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認め、よって本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議員提出議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第９・議員提出議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会会議規則の一部を改正する規則制定の件」を議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　山中基充議員。

　　　　（６番「山中基充議員」登壇）

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。ただいま議題となっております議員提出議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合議会会議規則の一部を改正する規則制定の件」につきまして、提案理由の説明を申し上げます。

　　地方分権時代の地域経営を担う議会の役割はますます重要となっております。また、市民の議会への関心が高まっている中において、効率的な議会運営と開かれた議会を推進する必要が増しております。

　　このような中、当消防組合の構成市である坂戸市及び鶴ヶ島市においては、既に議員総意のもとに充実した市政一般質問が行われる議会とするために、一問一答方式の導入等を行っておるところであります。

　　このことから、当消防組合におきましても、より充実した消防行政の一般質問が行われる議会とするために、一問一答方式の導入等を行うこととし、所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。

　　以上、提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明といたします。

　　　　（６番「山中基充議員」降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　これより質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　以上で議員提出議案第１号についての質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議員提出議案第１号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時０６分

　　　　再開　午前１１時１８分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第10・一般質問を行います。

　　通告者は１人であります。

　　発言を許可いたします。

　　２番・松村和子議員。

　　　　（２番「松村和子議員」登壇）

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより２問にわたります一般質問を行います。

　　まず最初に、救急救助体制の強化と医師不足の解消についてということで質問いたします。今年も暑い夏がやってきました。熱中症の救急搬送も既に増加の一途をたどっています。当組合の救急搬送出場件数が年々増加しているのが気がかりです。平成22年に6,225件、平成23年、6,669件と144件の増加に対し、平成24年度の消防統計では6,721件と352件、一昨年の増加より2.5倍近く増えました。

　　新聞報道されました久喜市での救急車を呼んだ男性患者が36回病院から受け入れを拒否され死亡した痛ましい事件に市民も大変驚き、組合消防は大丈夫かとの問い合わせをいただきました。今まで何度か一般質問を私も繰り返してまいりましたが、解消するまでには至りませんでした。

　　根本的には埼玉県の医師不足が全国最下位であり、この県の医師不足解消なしには救急搬送受け入れ拒否の問題は解決できません。埼玉県でもこの事態を重く受けとめ、救急医療情報システムの導入を決定しました。しかし、これだけでは根本の解決にはなりません。

　　そこでご質問いたします。

　　（１）として、救急車の出場状況と搬入受け入れ拒否の実態について。

　　（２）として、救急車への救急医療情報システム導入について。

　　（３）として、埼玉県の医療体制の確立、医師不足の解消を要望することについて。

　　２番目の質問に入ります。防火対策新適マークの導入についてということです。総務省、消防庁は、防火基準を満たす宿泊施設などに交付する新たな安全マーク、新適マークを導入するとのことでございます。

　　そこでお伺いいたします。（１）として、防火対策新適マークの導入による対象と内容について。

　　（２）として、実施に当たって体制と対策についてということで１回目の一般質問といたします。よろしくご答弁をお願いします。

　　　　（２番「松村和子議員」降壇）

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

　　　　（田畑美紀雄消防長登壇）

〇田畑美紀雄消防長　松村議員さんからの２項目、５点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。

　　はじめに、救急救助体制の強化と医師不足の解消についてのご質問の中の救急車の出場状況と搬入受け入れ拒否の実態についてでございます。平成24年中について申し上げますと、出場件数は6,724件で、搬送人員は5,997人でございました。このうち１回の収容依頼で受け入れられたのは4,312人で、全体の71.9％、２回から３回の収容依頼では1,158人、19.3％で、残りの527人、8.8％は４回以上の収容依頼で受け入れられております。

　　１回目の収容依頼での受け入れられた割合は、平成23年は68.3％でございましたので、3.6ポイント改善されております。

　　また、受け入れを断られる主な理由は、処置困難、専門医不在などでございますが、最終的にはいずれかの医療機関に全て受け入れをされております。

　　このような中でも、医療機関への連絡回数が21回、要請から搬送先病院が決定するまで170分を要した救急事案も発生しております。これは、70歳代の女性の一般負傷によるもので、受け入れを断られた理由といたしましては、手術中２回、ベッド満床３回、処置困難４回、専門外11回で、最終的には管外三次医療機関に収容されまして、傷病名につきましては左股関節痛で中等症でございました。

　　次に、救急車への救急医療情報システムの導入についてでございますが、県では６月28日に閉会いたしました県議会で補正予算が可決され、年度内にタブレット端末を導入する方向で現在準備を進めているようでございます。

　　今後県のタブレット端末の整備計画が決定されれば、当組合でもそれに対応してまいりたいと考えております。

　　続きまして、埼玉県の医療体制の確立、医師不足の解消を要望することについてでございますが、坂戸市を中心といたします近隣市町村におきましては、坂戸・飯能地区救急医療対策協議会というものがございまして、救急医療体制の整備促進及び関係者との連絡調整等、救急医療にかかわる諸問題を協議しております。構成委員は、地区医師会長、各病院長、構成市町担当部課長、構成市町の消防長及び構成市町内の県保健所長でございます。

　　この対策協議会に構成消防本部から救急傷病者受け入れ要請にかかわる調査、現場滞在時間、受け入れ困難理由及び搬送先が決定するまでの時間等の資料を提出し、改善策につきましてご協議をいただくとともに、埼玉県医療整備課に報告、要望をしているところでございます。

　　また、医師不足の解消につきましては、埼玉県としても医療従事者を確保することを目的として、保健医療部、医療整備課に医師確保対策担当を平成21年度に設置し、医療従事者確保対策を進めていると伺っております。

　　続きまして、防火対策新適マークのご質問の中の防火対策新適マークの導入による対象と内容でございます。昨年５月13日、広島県福山市で死者７名、負傷者３名が発生したホテル火災は、まだ記憶に新しいところでございます。この火災を受けまして、総務省、消防庁におきましては、現行の防火セーフティーマーク制度ではカバーできない小規模の宿泊施設などについても、利用者に安全性の判断基準を提供できるよう、新適マークの導入について検討が進められているようでございます。

　　対象は、旅館、ホテル等の不特定多数の者を収容する施設等で、消防法第８条の適用がある収容人員30人以上かつ３階建て以上の防火対象物となると理解しております。

　　また、今回の新適マークは、事業者からの申請によるものであり、建築構造について資格を有する建築機関の認定を取得した後、消防機関に提出され、消防機関は関係法令に適合しているか審査し、また必要に応じて立入検査を実施した上で、新適マークを交付するという方法が検討されているようでございます。

　　一部新聞報道もございましたが、現在のところ、総務省、消防庁からの正式な通達などもなく、具体的事項が示されていないのがその実情でございます。

　　次に、実施に当たって体制と対策についてでございますが、新適マーク制度の構築につきましては、法、条例、要綱等、どの方法によるものか決定されておりませんが、その導入の準備、制度執行に当たっては、予防課の職員を中心にいたしまして、消防本部と消防署が連携して対応するものと考えております。

　　また、制度の導入が決定いたしましたら、両市の広報紙及びホームページ等で市民に周知するとともに、管内の該当事業所に周知し、申請があった場合には新適マークの交付に遺漏のないよう対処してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

　　　　（田畑美紀雄消防長降壇）

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。再質問を行います。

　　ただいま詳しいご答弁いただきましてありがとうございました。最初の問題については、今後、よかったですね。170分待っても命に別状なくて本当によかったと思います。現場の人も精神的にも大変だなというふうに思います。

　　こうした中で、一緒になってしまいますけれども、埼玉県の医療体制の救急車への救急医療情報システムですか、導入するということで、２番と一緒になってしまいますけれども、こうした情報を共有することによって、こういった事態というのは少なく、この待ち時間が少なくなるのかどうなのかということなのですよね。市民の人も新聞に第１面で今回の問題もばっと出ると、すごく心配するわけです。救急車に乗っても何時間も待たされるので、大丈夫かなとか言われてしまいますので、この点については救急医療情報システムだけでは不十分だと思いますけれども、これを今の答弁ですと、一応導入していきたいということなので、これができても、待ち時間というのがあるのではないかというふうに思ったのですが、こういった点についてはどのように考えておられるのか、それ１点。

　　それから次の埼玉県の医療体制の確立というのは、やっぱり私も県のほうも両方見たのですが、非常に厳しいです。埼玉県も、全国の平均が136.5人に１市10万人当たりの数字なのに対して、埼玉県は84.1人で、千葉や東京都も全て100人ということなのですが、非常に埼玉県の医師数というのは不足しているのだというのがわかって、国のほうの新たな学部というのですか、いわゆる埼玉大学に医学部を創設するというようなことについても、規制をかけているようなのですよ。でも、今回は議会で全県立大学に医学部の設置をということで請願がやっと採択されたようでございまして、今から医師を育てていくという段階ですけれども、そういうものができていけば、幾らかでも医師が増えていくかなというふうに思ったのですが、非常に厳しいです、この分野で質問していても。そういう動きとかありますが、すぐにできるものではなく、こういった医療体制の確立というのは、１つはお産のほうのあれはでき上がりました。本当によかったのですが、ほかの部分が大変ということで、いずれにしても救急体制を確立して、医師が受け入れ拒否がなくなるような、そういう埼玉をつくるためには、相当みんなで力を合わせなければいけないのではないかというふうに思いますので、今後とも引き続いて、先ほどの坂戸飯能地区の体制整備の促進に向けてもやっていただきたいというふうに思います。

　　また久喜では、久喜周辺の体制について相当深く話し合って、一定度の結論を出しているようでございますので、これはちょっと深くは申し上げませんけれども、当直体制の情報共有とかいろんな問題を集めて、ここで事件がなかったからこういう体制を組まないというのではなくて、そうしたあったところの体制を組んでいるところを学んで、体制の強化をしてもらいたいというふうに思います。

　　２つ目の防火対策の新適マークの問題でございますけれども、この問題については、ずっと読んでいきますと、いろんなものを見てみますと、１つは新適マークの導入によって、対象を拡大していると思うのです。老人ホームにまで拡大するということでございます。ですから、今までのホテルとかそういうものだけではなくて、老人福祉施設をはじめとする、今まで抜け落ちていた、１回この適マークをやっていて、廃止して、また新適マークを適用するわけですが、その対象物が増えているのです。大体それを全部含めてどのぐらいになるのかなということを聞きたかったのです。ホテルだけではなく、30人収容、３階建てまでの老人施設ほか、ほかにもあるのではないかなと思うのですが、そういった施設に対するチェックも必要かなと思ったので、その点について。

　　また、実施に当たって、新聞報道を見ますと、いわゆる建築基準法とかそういうものに合致していくように、市町村で確立して、本人、業者が提出して、それに適マークを出すと、必ずしも体制が十分でないので、立入検査などはするように義務づけないと書いてあったのです。でも、これではやはり抜け道になってしまうのではないかと思いますので、先ほどの答弁をお伺いしていますと、一定度の立入検査もやりたいということでございましたので、新適マークが導入されても、抜き打ち検査はある程度やらないといけないのではないかというふうに思いますので、この点での答弁をいただきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　ただいま再質問につきましてお答えを申し上げます。

　　病院の連絡時間の短縮ということでございますが、これはやはり議員さんのおっしゃるとおり、情報の共有ということでございますので、これからタブレットのほかにも、タブレットにつきましては、25年の整備、26年度につきましてはその救急医療情報システム自体を整備するというような内容になってございます。これにつきましては、やはり医療関係者等々のご意見を聞かなければならないということもございますので、こういったシステム自体の更新によりまして、この時間の短縮ができるかなという期待を持っているところでございます。

　　続きまして、埼玉県の医師不足の関係でございますが、埼玉県におきましても、いろいろ医師の増員に向けまして対応はしているようでございます。１つには医師バンク事業、こういった制度をつくりまして、県内の病院に勤務を希望する医師の方を医師の不足する病院に紹介するといった医師バンク事業、それから医療従事者確保対策といたしまして、県内へ勤務医の誘導を図るための研修医への研修資金の貸与や医学生の奨学金の貸与事業、こういった事業を行っているとお聞きしております。そのようなことで、埼玉県としても医師不足の解消につきましては真剣にいろいろとり行っているというところでございます。

　　それから次に、新適マークの対象ということでございますけれども。

〇２番（松村和子議員）　老人ホームにも適用されるようなことも書いてあったのだけれども、どうなのだろうなと思って。30人ぐらいのところと。

〇田畑美紀雄消防長　失礼しました。新適マークの対象となる防火対象物につきましてですが、新適マークの対象となるホテル、旅館等の防火対象物につきましては、坂戸市に３事業所、鶴ヶ島市に５事業所ございます。さらに、建物の一部にホテル、旅館の用途が含まれている複合用途防火対象物につきましては、鶴ヶ島市に１事業所ございまして、合わせて９事業所ということになります。

　　また、グループホーム関係、これはまだはっきりしてはございませんが、これもeq \o\ac(○,適)マークに含まれるといたすれば、当管内では高齢者グループホーム等の福祉施設としては坂戸市に６事業所、鶴ヶ島市に５事業所の11事業所でございます。

　　また、eq \o\ac(○,適)マークの交付につきまして、まだこれは詳しいものが出ておりませんけれども、資格を持つ事業主が資格を持つ事業者に審査をしていただきまして、その審査を消防組合のほうへ上げていただきます。その段階で必要があれば立入検査もしていくと、今まだ決定ではございませんが、そういった内容となるのではないかというようなことでございますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村。再々質問を行います。

　　では、ただいまのほとんど一般質問に対しては了解をしたわけなのですが、当面する夏の熱中症対策と緊急救急状況などもちょっと若干お伺いしておきたいと思います。関連質問になって恐縮なのですが、１番目の、それだけで終わりにします。

　　　　（「暫時休憩」の声）

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時４０分

　　　　再開　午前１１時４０分

〇森田精一議長　再開いたします。

　　田畑消防長。

〇田畑美紀雄消防長　夏の対策ということございますけれども、現在までの熱中症の関係の救急出動関係でございます。７月11日現在、合計が坂戸市が20名、鶴ヶ島市が７名の合計27名の方を搬送しております。性別でいきますと、男性が15名、女性が12名、屋内屋外別でいきますと、屋内が９名、屋外が18名、傷病程度で申し上げますと、重症が１名、この方は94歳の方でございました。中等症が６名、軽症が20名ということに今現在なっております。

　　また、昨年の同時期と比較いたしますと、21名の増となっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　それでは、以上で一般質問を終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに対して深く感謝を申し上げる次第でございます。

　　これより厳しい夏の暑さを迎え、議員各位にはくれぐれもご自愛いただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のため発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　お忙しい中、全員の方のご出席をいただきまして、提出議案につきまして承認及び可決をいただき、心から感謝を申し上げます。

　　それでは、５月臨時会以降の火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。

　　火災件数でありますが、本年１月から６月までの火災件数は33件で、前年同期と比較いたしますと12件の増となっております。このうち、建物火災は８件であります。

　　次に、救急出場件数でありますが、本年１月から６月までの救急出場件数は3,305件で、前年同期と比較いたしますと95件の増となっております。

　　当消防組合といたしましても、ますます複雑多様化する各種災害に的確に対応し、住民の負託に応えるべく万全を期してまいる所存でありますので、今後とも議員の皆様には変わらざるご支援、ご指導をお願い申し上げます。

　　ここに、議員の皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から御礼申し上げます。

　　異常な暑さが続いております。皆様方には健康に十分ご留意をいただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時４４分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成25年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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